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ICAOは､国際民間航空の安全かつ秩序ある発展を目的とし、この目的のために国際航空
運送業務やハイジャック対策のための条約の作成、国際航空運送に関する国際標準、勧
告、ガイドラインの作成などを行っています。 

「標準」と「勧告方式」は条約の附属書(Annex)として採択され、現在第１附属書から
第19附属書まであります。 

ICAO ANNEX3 

ICAO ANNEX 

「国際航空のための気象業務」について記載されています。 

宇宙天気（SPACE WEATHER：SPWX )についてもここに定義されます。 
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Recomm. – One or more of the following space weather effects should be 
included in the space weather advisory information, using their respective 
abbreviations as indicated below: 
 
•HF communication (propagation, absorption) HF COM 
•Communications via satellite (propagation, absorption) SATCOM 
•GNSS-based navigation and surveillance (degradation) GNSS 
•Radiation at flight levels (increased exposure) RADIATION 

航空機の運航と宇宙天気 

これらICAOで検討、計画し、2019年11月7日から一部情報提供を開始している。 
担当はSPACE WX GOBALE CENTERが担当。日本は11月7日に開所。 
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航空機の運航と宇宙天気 

フランス、オーストラリアではAICで宇宙天気
の情報開始を発表している。下記、オース
トラリアAIC一部抜粋 
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この法律は、国際民間航空条約の規定並びに同条約の附属書として採択された標
準、方式及び手続に準拠して、航空機の航行の安全及び航空機の航行に起因する
障害の防止を図るための方法を定め、並びに航空機を運航して営む事業の適正かつ
合理的な運営を確保して輸送の安全を確保するとともにその利用者の利便の増進を
図ること等により、航空の発達を図り、もつて公共の福祉を増進すること 

日本国内では航空法により運航者の安全、運航、整備などが規定されている。 
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ＡＩＰ Aeronautical Information Publication： 
航空路誌のことで、国が発行する出版物であり、航空機の運航のために必要な恒久的
情報を収録する。収録内容の恒久的変更は航空路誌改訂版により、また、一時的変
更等は航空路誌補足版により行われる。 
例：空港の滑走路の長さ、航空路情報、消防能力 
 
ＡＩＣ Aeronautical Information Circular： 
航空情報サーキュラーのことで、情報の性質又は時期的な理由から航空路誌への掲載、
ノータムの発行等には適さないが、航空情報として公示する必要のあるもので、飛行の
安全、航空航法その他の技術的、行政的又は法律的事項に関する説明的、助言的
な性格の情報である。 
例：国内便の標準航路 
 
NOTAM(Notice to Airmen)： 
ノータムのことで、航空保安諸施設、業務、方式及び航空に危険をおよぼすもの等の設
定、状態又は変更に関する情報で、書面による航空情報では時宜を得た提供が不可
能な場合に通信回線（CADIN及びAFTN）により配布されるもの。  
例：滑走路の工事による一時的な閉鎖、ロケット発射による一時的な空域閉鎖 
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国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/koku/15_bf_000343.html 
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国土交通省HP  http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha07/12/120606/01.pdf 

【従来】 



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

影響する航路など（混雑空域） 

12 

国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/koku/15_bf_000343.html 
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※航法精度とは、航空機が経路に沿って飛行する際の航法の正確性を数値で示したもの。 

 

例えば、航法精度±5NM（9km)とは、殆ど(95%)の飛行時間において経路中心線から
5NM 以内で飛行すること。 

http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha07/12/120606/01.pdf 
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日本空域の航空路の紹介 
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影響する航路など（混雑空域） 

羽田から西へ出発する場合も複数の航路があり、 

目的地により使い分けがされている。 
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太平洋上の航路（PACOTS) 
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影響する航路など（混雑空域） 
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影響する航路など（混雑空域） 

主に有視界飛行用の航空図 
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影響する航路など（北極圏） 

ニューヨークから羽田 
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ニューヨークから羽田 



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

影響する航路など（北極圏） 

北京からニューヨーク 
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北京からニューヨーク 
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影響する航路など（北極圏） 

北京からニューヨーク 

ニューヨークから羽田 
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影響する航路など（北極圏） 

北京からニューヨーク2本 

ニューヨークから羽田 
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影響する航路など（北極圏） 

インド・ニューデリーから 

ニューヨーク 
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影響する航路など（北極圏） 

中国・広州から 

ニューヨーク 



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

燃料消費への影響 

高度と消費燃料 
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B777-300ER ニューヨークー羽田空港 離陸重量340トン、搭載燃料130トン 
 
 飛行時間 13時間55分 
 通常高度 FL340 消費燃料：110トン 
低高度     FL240  消費燃料： +4トン 
 

宇宙天気の為に高度を下げると消費燃料が増加し、貨物搭載量に影響が出る可能
性がある。 
 
通常高度の飛行計画、搭載燃料で出発後、航路上で低高度に変更した場合、目的
地まで消費燃料が不足可能性がある。（途中、空港で再給油などの可能性） 
 
宇宙天気について事前に情報があれば、適切な飛行計画（高度、搭載燃料）で運
航が可能となる。 
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まとめ 
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航空機の運航について影響、無線通信は
大変重要な事柄になります。また、運航乗
務員への健康問題にも取り組んでいます。 

 

航空会社としては宇宙天気の理解を進め
るとともに、情報をすぐに確認でき、運航に
利用しやすくなるよう協力していきます。 

 

ご静聴ありがとうございました。 


